
1945年戦後の荒廃の中で文化を通した復興を目指して創立、1955年「群響」をモデルに制作された映画｢ここに泉あり｣が公開され、全国的に
注目を集めた。1947年から始めた移動音楽教室は、2017年度までに延べ634万人を超える児童・生徒が鑑賞した。2014年6月には定期演奏会
が500回に達し、2015年11月には創立70周年を迎えた。群馬交響楽団は群馬県の文化の象徴として県民から幅広く支持されている。　
1966年「朝日・明るい社会賞」、1983年文部大臣「地域文化功労者」団体表彰、1989年 第11回山本有三記念「郷土文化賞」、1994年「日本文化
デザイン賞」、1995年「第4回日本生活文化大賞特別賞」、2001年日本放送協会「関東甲信越地域放送文化賞」受賞、2017年県民芸術祭40周年
記念表彰。

国際的な活躍が目覚しい日本人指揮者の一人である湯浅卓雄は、大阪に生まれ、高校卒業と同時にアメリカ
に留学。シンシナティ大学音楽院作曲理論科を経て、ウィーン国立音楽大学指揮科でハンス・スワロフスキー、
フランコ・フェラーラ、イーゴリ・マルケヴィッチ、ロヴロ・フォン・マタチッチに師事。
1976年 ウィーン・トンキュンストラー管弦楽団を指揮してデビュー。1979年 フィテルベルク国際指揮者コンクー
ルに入賞。欧州各地で着実に実績を重ねる一方、1984年から5年間、群馬交響楽団指揮者を務めた。 1989年
から1994年までBBCスコットランド交響楽団首席客演指揮者、1997年から2005年まで英国・アルスター管弦
楽団首席客演指揮者を歴任。
ロンドン・フィル、フランス国立管、オスロ・フィル、ラハティ響、ベルリン響、シドニー響、ニュージーランド響など
各国の主要オーケストラに度々客演している。
1996年、世界有数の流通量を誇る『ナクソス』と専属契約を結び、次 と々リリースされるCDにおいても高い評価
を獲得している。

湯浅 卓雄 （ゆあさ･たくお）  指揮

加藤 のぞみ （かとう･のぞみ） メゾ・ソプラノ

児玉 和弘 （こだま･かずひろ） テノール 今井 俊輔 （いまい･しゅんすけ） バリトン

出演者のプロフィール
P R O F I L E  O F  P E R F O R M E R S

国立音楽大学卒業、同大学院修了。二期会オペ
ラ研修所修了及び新国立劇場オペラ研修所修
了。第47回日伊声楽コンコルソ第3位。第25回五
島記念文化賞オペラ新人賞受賞。同財団の助
成を得て、ボローニャにて研鑽を積む。二期会
創立60周年記念公演『道化師』ネッダ、同『ホフ
マン物語』アントニア、日生劇場『ラ・ボエーム』ム
ゼッタ等出演、好評を博す。その他、『フィガロの
結婚』伯爵夫人、『コジ・ファン・トゥッテ』フィオ

ルディリージ、『トゥーランドット』リュウ、『こうもり』ロザリンデ等演じ
る。本年6月には、日生劇場『魔笛』侍女Ⅰで出演。またモーツァルト「レ
クイエム」、ヴェルディ「レクイエム」、ロッシーニ「スターバト・マーテ
ル」、マーラー「交響曲第4番」「千人の交響曲」等のコンサートソリス
トとしても高評を得ている。二期会会員

東京藝術大学卒業。同大学大学院修士課程修
了。二期会オペラ研修所修了、終了時に優秀賞
を受賞。東京室内歌劇場『ファルスタッフ』でオ
ペラデビュー。その後、びわ湖ホール『シチリアの
夕べの祈り』テバルド、二期会『ダフネ』（新制
作・日本初演）、『魔笛』（実相寺昭雄演出）、『ナ
クソス島のアリアドネ』と立て続けに出演、殊に
『カプリッチョ』作曲家フラマンでは輝かしい美
声を印象付けた。更に新国立劇場『ムツェンスク

郡のマクベス夫人』、東京・春・音楽祭『ファルスタッフ』カイウス、15年
には二期会『ダナエの愛』（準・メルクル指揮）メルクール、『ウィーン気
質』ヨーゼフ、16年新国立劇場『サロメ』ユダヤ人3等を演じる。コン
サートでも、モーツァルト「レクイエム」、メンデルスゾーン「エリア」、
ベートーヴェン「第九」等で活躍している。二期会会員

群馬交響楽団 管弦楽

前橋第九合唱団 合唱

東京藝術大学を首席で卒業、同大学院修了。
同声会新人演奏会、読売新人演奏会出演のほ
か、皇居内「桃華楽堂」において御前演奏も行
う。第46回日伊声楽コンコルソ第2位。イタリアに
て研鑽を積む。これまでに、『カルメン』エスカ
ミーリオや、『ジャンニ・スキッキ』タイトルロー
ル、『イル・トロヴァトーレ』ルーナ伯爵、『ラ・ボ
エーム』マルチェッロ等を演じる。二期会では、
創立60周年記念公演『マクベス』（P.コンヴィ

チュニー演出）タイトルロールに大抜擢された他、17年『トスカ』（D.ル
スティオーニ指揮）スカルピア、『蝶々夫人』シャープレスを演じる。コ
ンサートにおいても、ヘンデル「メサイア」、ベートーヴェン「第九」等の
ソリストとして活躍、またBS日テレ「こころの歌」に“フォレスタ”メン
バーとしてレギュラー出演している。二期会会員

東京藝術大学卒業。同大学院を首席修了。明
治安田クオリティオブライフ文化財団の海外音
楽研修生として渡欧。パルマ国立アッリーゴ・ボ
イト音楽院で学ぶ。パルマ王立歌劇場『ファルス
タッフ』クイックリー、同歌劇場／レッジョ・エミリ
ア歌劇場公演『結婚手形』クラリーナ、パルマ音
楽院公演『ジャンニ・スキッキ』ツィータ、
OPERA ESTUDIO TENERIFE『チェネレント
ラ』ティスベ、フィデンツァ・マニャーニ歌劇場

『蝶々夫人』スズキ等で出演、本年は、スペインにて『ノルマ』アダル
ジーザを演じた。国内では、二期会『リゴレット』マッダレーナで出演、
本公演を指揮したA.バッティストーニからも絶賛される。16年「ＮＨＫ
ニューイヤーオペラコンサート」に初出演。第1回グランダーテ国際オ
ペラコンクール第1位。バレンシア在住。二期会会員

髙橋 絵理 （たかはし･えり） ソプラノ

1973年に前橋音楽鑑賞会12月例会の「第九演奏会」に出演する合唱団として結成され、今年で46年目を迎える。1977年はビゼー
のオペラ「カルメン」の公演のため「第九」は今年で45回目となる。初期には12月の「第九」公演の他に、ベートーヴェンの歌劇
「フィデリオ」や、ショスタコーヴィチのオラトリオ「森の歌」等に取り組んだこともある。1992年からは「第九」の前に、ベートーヴェン
の「合唱幻想曲」やマスカーニの歌劇「カヴァレリア･ルスティカーナ」より“オレンジの花は香り”や“復活祭の合唱”等も歌って
いる。なお、昨年は、ワグナーの歌劇「タンホイザー」から“歌の殿堂を讃えよ”を歌った。今回は指揮者の推薦もあり、メンデルス
ゾーンのオラトリオ《聖パウロ》より “主よ、神である主よ”を歌う。当合唱団は外部からの資金援助に頼らず完全に自主運営をして
いる団体であり、例年5月に新たに結成され、12月の公演をもって解散する。それは、毎年新しい団員を迎えて心をひとつにして「その年の第九」
を作るためである。なお、運営は団員有志による「運営委員会」で行われている。第九合唱団としての歴史・団員数・歌唱力について、県内はもと
より全国的に評価が高い。


